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研究テーマ（発表タイトル） 

幼児教育プロジェクト～子どもたちに明るい未来を～ 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

ビジュアルシンキングストラテジーズという、美術作品を見て思ったことや感じた事を人に伝えて想像力やコミュニケーション能力を伸

ばす教育手法を、大学生が主体となって日本の幼児教育に積極的に取りいれられるように動き、子供たちの将来の経済力につ

ながる非認知スキルの向上の一助となることを目的とします。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

現在日本では子どもの貧困が年々増えつつあります。１７歳以下の 16.3％、６人に１人が貧困と言われています。これには親

の貧困が関わっており、貧困の家庭で育つことで十分な教育が受けられず学習意欲の低下や自信の低下等につながるという、負

の連鎖が続いていきます。またそれに伴い年々経済損失額も増えているのが現状です。 
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３．研究テーマの課題 

ビジュアルシンキングストラテジーズを行うにあたり、必ず専門知識を持つナビゲーターが必要となります。大学生にその専門知識を

広め、ナビゲーターとして育成していくことができるかが、一つの課題です。また、日本ではビジュアルシンキングストラテジーズという手

法自体がまだ十分には認知されておらず、実施している組織も少ないため、その認知をどう高めていくかも課題です。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

学生がビジュアルシンキングストラテジーズを行うことで、少しずつではあるが認知が広がるのではないかと考えます。問題である専

門知識が必要であるナビゲーターの育成は非営利法人みるみるの会様のご協力のもと学生が教わることで問題は解決し、多くの

ナビゲーターを育成する事が可能となります。認知を広めるという点では多くの学生ナビゲーターが育成できると仮定した場合、多く

の幼稚園、保育園、託児所等でビジュアルシンキングストラテジーズという教育手法を行うことができます。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

研究段階でビジュアルシンキングストラテジーズの認知度を調べたアンケートの結果、約 8 割の人が名前も聞いたことがなく内容も

知らないという回答を取ることができました。モデルプランとしては、幼児教育を取り組んでいる企業様に活動費を頂き、学生である

私達が幼稚園等でビジュアルシンキングストラテジーズを行い、幼稚園側からは活動の場を提供して頂き、企業様には新たな幼

児教育の発展として企業イメージの向上等や CSR の支援をメリットとして生み出していきます。 

 

 

 

６．結果や今後の取り組み 

今後の取り組みとしては幼児教育を取り組んでいる企業様に打診をしており、活動費を提供していただき、実際に実行し、私達

学生が中心となりビジュアルシンキングストラテジーズという教育手法を幼稚園、保育園、託児所などで行っていき、活動の場の拡

大を計っていこうと思います。また、他大学にも協力を得て更なる認知の拡大、可能性を広めていくことを今後の展望としています。

そして、短期的な取り組みだけでは実験をした意味が大幅に激減してしまうため、実験結果の効果測定をするためにもゼミ内での

引き継ぎ等を徹底することによって長期的な目で見て可能性を広げていきたいと思っています。 
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